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［表紙］盛岡市長橋町自治会（盛岡市）
　盛岡市の長橋町自治会は、平成18年に発足した自
治会です。新興自治会におけるコミュニケーション不
足解消のため、子どもを中心とした地域行事を展開し
ています。平成30年には県の「元気なコミュニティ特
選団体」に認定されました。写真は令和2年1月に開
催された長橋町自治会館の落成祝賀会の様子です。
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「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
馬
と
曲
り
家

の
お
お
さ
わ
村
」は
、滝
沢
市
大

沢
地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動

を
行
う
。活
動
拠
点
に
も
な
って

い
る「
藤
倉
邸
」は
、明
治
28
年

に
建
て
ら
れ
た「
南
部
曲
り
家
」

だ
。現
在
も
住
居
と
し
て
使
わ

れ
て
お
り
、特
徴
の
一
つ
で
あ
る

見
事
な
茅
葺
き
屋
根
は
、毎
年「
馬
と

曲
り
家
の
お
お
さ
わ
村
」の
会
員
や
地

域
住
民
ら
が
補
修
す
る
。藤
倉
邸
は

地
域
の
文
化
と
活
動
の
拠
点
で
も
あ

る
そ
う
だ
。事
務
局
長
の
藤
倉
恭
一
さ

ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　

藤
倉
さ
ん
は
、大
沢
地
域
を
地
域

資
源
の
豊
富
な
と
こ
ろ
だ
と
話
す
。

豊
か
な
田
園
風
景
の
中
で
夏
に
ヘ
イ
ケ

ボ
タ
ル
が
見
ら
れ
、観
察
会
も
開
催
さ

れ
る
。ま
た
、宮
沢
賢
治
が
岩
石
採
取

に
通
っ
た
場
所
で
も
あ
る
大
沢
坂
峠

が
、現
在
は
自
然
観
察
会
や
大
沢
保

育
園
児
の
登
山
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

地
域
の
文
化
も
豊
か
だ
。大
沢
田
植

え
踊
り
や
大
沢
さ
ん
さ
踊
り
等
の
伝

統
芸
能
が
あ
る
。毎
年
6
月
の
第
２

土
曜
日
は
、地
域
内
の
農
家
で
飼
育

さ
れ
た
馬
を
伴
い
、チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
コ

に
も
参
加
し
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
の
最
初
の
活
動

は
、こ
う
し
た
大
沢
地
域
の「
宝
物
探

し
」だ
っ
た
と
い
う
。あ
ら
た
め
て
地
域

を
歩
き
、魅
力
を
景
観
マッ
プ
と
し
て

作
成
し
、地
域
内
に
全
戸
配
布
し
た
。

「
地
域
の
皆
に
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
。」と
藤
倉
さ
ん
。地
域
内
で
は
当

た
り
前
の
も
の
が
、地
域
の
宝
で
あ
る
と

気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
た
。

　

毎
年
春
に
は
茅
葺
き
屋
根
の
補
修

活
動
、春
か
ら
秋
に
か
け
て
親
子
向
け

の
田
植
え
、稲
刈
り
等
の
農
業
体
験

を
行
う
。藤
倉
邸
で
行
わ
れ
る
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
は
年
に
二
つ
。一
つ
は
、チ
ャ

グ
チ
ャ
グ
馬
コ
と
同
日
に
行
う「
チ
ャ
グ

チ
ャ
グ
馬
コ
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
in
滝
沢
」

だ
。滝
沢
市
観
光
協

会
と
の
共
催
で
実
施

し
て
い
る
。装
束
馬
の

鑑
賞
会
等
で
カ
メ
ラ
マ

ン
を
は
じ
め
、様
々
な

人
が
訪
れ
る
。10
月

は
実
行
委
員
会
の
構

成
団
体
の
一
つ
と
し
て

地
域
の
自
治
会
な
ど

と
共
に「
お
お
さ
わ
祭

り
」を
開
催
。郷
土
芸
能
の
ス
テ
ー
ジ
発

表
や
農
産
物
の
直
売
に
地
域
住
民
が

集
ま
る
。今
年
は
残
念
な
が
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

ど
ち
ら
も
中
止
と
な
っ
た
。

　

藤
倉
さ
ん
は「
若
い
人
に
魅
力
を
伝

え
、い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
も
ら
え
る

地
域
に
し
た
い
」と
活
動
に
込
め
る
願

い
を
語
る
。大
沢
地
域
の
魅
力
の
あ
る

自
然
と
文
化
を
伝
え
る
た
め
活
動
を

続
け
る
。

　

八
幡
平
市
寺
田
地
域
は
、盛
岡
市

や
滝
沢
市
、岩
手
町
に
接
す
る
旧
西

根
町
エ
リ
ア
に
あ
る
。同
地
域
の
北
方

に
あ
る
七
時
雨
山
は
、毎
年
多
く
の
人

が
登
山
に
訪
れ
る
山
と
し
て
有
名
だ
。

寺
田
地
域
振
興
協
議
会
で
は
、寺
田

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
運
営
等
、地

域
づ
く
り
活
動
を
行
う
。地
域
振
興

協
議
会
の
会
長
で
あ
り
寺
田
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
で
も
あ
る

畠は
た
け
や
ま山
城し

ろ
し司
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
っ
た
。

　

市
か
ら
指
定
管
理
を
受
け
、寺
田

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
始
め

た
の
は
２
０
１
４
年
。開
館
当
初
か
ら

運
営
し
、二
期
目
に
な
る
。建
物
は
、

旧
寺
田
公
民
館
を
そ
の
ま
ま
使
用
し

て
い
る
。

　

畠
山
さ
ん
に
よ
れ
ば
、旧
公
民
館

時
代
か
ら
、生
涯
学
習
だ
け
で
は
な
く

地
域
活
動
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
そ
う

だ
。寺
田
地
域
で
の
み
開
催
さ
れ
て
い

た「
公
民
館
ま
つ
り
」は
、現
在
の「
寺

田
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
」に
あ
た
る
。毎
年

3
月
に
行
わ
れ
る
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
で

は
、20
以
上
の
地
域
の
団
体
が
発
表
や

展
示
を
行
う
。寺
田
地
域
住
民
に
よ

る「
寺
田
喜
劇
団
」の
特
別
公
演
も

人
気
だ
と
い
う
。寺
田
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
主
催
事
業
で
あ
る「
七
時
雨

大
学
」は
、地
域
の
高
齢
者
を
対
象
と

し
て
毎
年
6
月
か
ら
2
月
ま
で
月
に

1
回
開
講
さ
れ
る
。今
年
度
は
43
名

が
入
学（
登
録
）し
た
。防
災
や
環
境
、

歴
史
等
の
講
座
を
受
講
で
き
る
ほ
か
、

陶
芸
や
運
動
、移
動
研
修
等
、参
加
者

が
楽
し
め
る
内
容
と
な
る
よ
う
に
工

夫
し
て
い
る
。

　

寺
田
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
事
業

を
考
え
る
う
え
で
意
識
す
る
こ
と
は
、

毎
年
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
よ
う
に
気
を

付
け
る
こ
と
。性
別
や
世
代
を
問
わ

ず
地
域
の
人
々
が
交
流
す
る
場
所
を

目
指
し
て
い
る
。

　

寺
田
地
域
振
興
協
議
会
で
は
、地

域
活
動
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。寺
田

地
域
の
防
災
マッ
プ
作
成
や
、ス
ノ
ー
バ

ス
タ
ー
ズ
の
結
成
な
ど
の
防
災
活
動
を

実
施
す
る
ほ
か
、地
域
の
特
産
品
開
発

や
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
等
、そ
れ
ぞ
れ
の

目
的
に
沿
っ
て
部
会
を
作
り
活
動
し
て

い
る
。

　

寺
田
地
域
で
は
世
代
間
交
流
も
盛

ん
だ
。小
学
校
や
保
育
所
の
子
ど
も

達
が
参
加
で
き
る
行
事
も
積
極
的
に

実
施
す
る
。今
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、思
い
出

作
り
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、感
染
症
対
策
を
講
じ
た
う
え
で

「
小
さ
な
秋
ま
つ
り
」を
寺
田
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
た
。寺
田

小
学
校
に
通
う
子
供
た
ち
が
縁
日
や

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。

　

畠
山
さ
ん
は
、「
人
口
減
少
、少
子

化
、水
田
放
棄
地
の
拡
大
等
の
課
題

を
見
据
え
て
活
動
し
た
い
」と
今
後
の

活
動
を
語
る
。今
後
さ
ら
に
進
む
で
あ

ろ
う
人
口
減
少
に
対
し
、地
域
内
の
繋

が
り
も
深
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。寺
田
地
域
振
興
協
議
会
や
寺
田
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
担
う
役
割
は
よ

り
大
き
く
な
り
そ
う
だ
。

自
然
・
文
化
に
豊
富
な

資
源
を
持
つ
地
域

特集「つながる・地域の元気」、今号は県央地域の２団体をご紹介します。NPO法
人「馬と曲り家のおおさわ村」は、滝沢市の大沢地域で南部曲り家等の地域の文
化を伝える活動を行っています。また、八幡平市の八幡平市寺田地域振興協議会
では、地域活動の拠点としてコミュニティセンターの運営を行っています。最終面
では紫波町のNPO法人「いわて地域づくり支援センター」をご紹介します。

八幡平市寺田地域振興協議会 つながる・地域の元気「県央編」特集 Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
馬
と
曲
り
家
の
お
お
さ
わ
村

南
部
曲
り
家
と
田
園
風
景
広
が
る
大
沢
地
域
　

地
域
資
源
の
魅
力
を
発
信
す
る

魅
力
の
あ
る

地
域
と
し
て
発
信

地
域
の
課
題
と
活
性
化

の
一
翼
を
担
う

茅葺き屋根の補修作業茅葺き屋根の補修作業

◎南部曲り家
母屋と馬屋が一つになった住居。南部藩
の頃から見られ、馬と共に生活する工夫
が施されている。茅葺き屋根で現在も住
居として使われる藤倉邸はとても貴重だ
そうだ。

滝沢
八幡平

地
域
の
住
民
が

楽
し
め
る
場
所
と
し
て

コミセンまつり・寺田喜劇団の特別公演コミセンまつり・寺田喜劇団の特別公演

藤倉恭一事務局長藤倉恭一事務局長畠山城司会長畠山城司会長

小さな秋まつり開催の様子小さな秋まつり開催の様子

寺田コミュニティセンターを運営寺田コミュニティセンターを運営
住民の交流と地域づくりの役割を担う住民の交流と地域づくりの役割を担う
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岩手県からのお知らせ岩手県社会福祉協議会 ボランティア・市民活動センターからのお知らせ

★体験期間もあとわずか！ボランティア体験inいわて
①パソコン・スマホから検索する方法
　 ボランティア体験 in いわて 検索

　体験プログラム検索ができる画面が表示されます。
②最寄りの社会福祉協議会を訪ねる方法
　社会福祉協議会の窓口に「ボランティア体験inいわてに参加したい」と
ご相談ください。

ボランティア
虎の巻②

　季節も師走に入り、新型コロナウイルス感染症の感染拡大が心配される中、寒さも本
格的になる時季となりました。みなさん、いかがお過ごしでしょうか？
　このコーナーでは、みなさんにボランティア活動の虎の巻をシリーズでお伝えします。
今回は、全国的に災害が頻発する昨今の状況下での災害ボランティア活動に赴く前に、
普段から私達が行える災害時の備えについてご紹介します。

１ 家具の置き方、工夫など転倒防止対策をしておきましょう！
　家具は壁に固定、手の届くところに懐中電灯やスリッパ、ホイッスルを備えておきましょう。

２ 食料・飲料・生活必需品などの備蓄をしておきましょう！
　普段の生活の中で利用されている食品等を備えておきましょう。
　飲料水（1人1日3リットルが目安）、ご飯（アルファ米など）、レトルト食
品、缶詰などの食料品、それぞれ最低3日分を用意し、大規模災害発生時
には1週間分の備蓄が望ましいとされています。併せて、ティッシュペー
パー、トイレットペーパー、マッチ、ろうそく、ラップ、ゴミ袋、ポリタンク、カ
セットコンロなどの生活用品も備えておきましょう。
　備蓄の新しい方法として、普段から少し多めに食材、加工品を購入し、
食べたり使ったりした分だけ新しく買い足していくことで、常に一定量の
食料等を家に備蓄しておく方法「ローリングストック」があります。

３ 非常用持ち出しバッグを準備しておきましょう！
　飲料水、食料品、貴重品、救急用品、ヘルメット・防災ずきん、軍手、懐中電灯、携帯ラジオ、予備電池、携帯電話の充
電器、衣類、下着、毛布、タオル、洗面用具、使い捨てカイロなど非常時に持ち出すべきものをリュックサックにあらか
じめ詰めておき、いつでもすぐに持ち出せるようにしておきましょう。
　子どもや高齢者がいる家庭、女性の備えるものが別途ありますので、一緒に持ち出しましょう。
　新型コロナウイルス感染症対策のため、マスク、手指消毒用アルコール、石鹸・ハンドソープ、ウェットティッシュ、体
温計も持ち出しましょう。

４ ご家族同士の安否確認方法を決めておきましょう！
　日頃から安否確認の方法や集合場所などを事前に話し合っておきましょう。
　災害時には、携帯電話の回線がつながりにくくなり、連絡がとれない場合があるため、災害用伝言ダイヤル「171」
や災害用伝言板のサービスを利用しましょう。

５ 避難場所や避難経路を確認しておきましょう！
　お住いの自治体のホームページや国土交通省ハザードマップポータルサイト（https://disaportal.gsi.go.jp/）など
から防災マップやハザードマップを入手し、避難場所や避難経路を事前に確認しておきましょう。

災害時の備えについて詳しくは、以下の各ホームページをご覧ください。
・首相官邸「災害に対するご家庭での備え～これだけは準備しておこう！～」　https://www.kantei.go.jp/jp/headline/bousai/sonae.html
・一般財団法人日本気象協会　「トクする！防災」　https://tokusuru-bosai.jp/index.html
・内閣府防災担当「内閣府防災情報のページ」　http://www.bousai.go.jp/
・TEAM防災ジャパン　https://bosaijapan.jp/
・全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD）　http://jvoad.jp/

【お問合せ先】岩手県社会福祉協議会ボランティア・市民活動センター
TEL:019-637-4483  FAX:019-637-7592 

「ずっぱりボランティアいわて」　 URL http://iwate-volunteer.jp/

備える

食べる
使う

買い足す

ローリングストック

開催！「いわて協働推進フォーラム」
　岩手県では、多様な主体の参画・協働・連携に関する理解の促進を図るため、「いわて協働推進フォーラム」
を開催します。「いわて協働推進フォーラム」では、いわて県民計画（2019～2028）において多様な主体の
連携・協働により取り組むこととしている、「新しい時代を切り拓くプロジェクト」や、各開催地域の協働実践事
例の紹介、協働と参画を進めていくためのパネルディスカッションを行います。

日　時 会　場 テ　ー　マ

令和３年２月２日
13：30～15：00

イーストピア
宮古

多目的ホール

三陸鉄道と地域づくり
～三陸防災復興ゾーンプロジェクト～
MC：八重樫　真 氏
         （岩手県北自動車株式会社 みやこ浄土ヶ浜遊覧船 遊覧船事業部長）

パネリスト：ブラザー工業株式会社
橋上　和司 氏

（三陸鉄道株式会社 旅客営業部長 兼 総括駅長）
古舘　良太 氏

（野田村未来づくり推進課）

令和３年２月８日
13：30～15：00

エスポワール
いわて

大中ホール

首都圏と岩手をつなぐ「遠恋複業」
～人交密度向上プロジェクト～
MC：林　光人 氏
         （株式会社パソナ東北創生 コーディネーター）
パネリスト：河東　英宜 氏

（株式会社かまいしDMC 執行役員）
水島　壽人 氏

（岩手働き方改革推進センター センター長）

令和３年２月10日
13：30～15：00

二戸シビック
センター

１階ホール

遺産と産業と協働
～北いわて産業・社会革新ゾーンプロジェクト～
MC：大久保　瞳 氏
         （認定NPO法人カシオペア市民情報ネットワーク 放送局長）
パネリスト：青谷　耕成 氏

（株式会社小松製菓 執行役員）
小田島　勇 氏

（二戸市滴生舎 次長）
鈴木　雪野 氏

（御所野縄文博物館 学芸員）

※観覧無料・各会場の定員５０名まで（オンライン（Z
ズ ー ム

oom）による聴講（事前申し込み）も可能）

■申込・お問い合わせ先　事務局　特定非営利活動法人いわて連携復興センター
	 TEL：0197-72-6200、FAX：0197-72-6201、E-mail：info＠ifc.jp
詳細は後日、岩手県ホームページ（URL: https://www.pref.iwate.jp/kurashikankyou/npo/index.
html）にて。

『特定非営利活動法人感染症対策補助金』の申請期間等を延長します！ 
申請期間：令和３年２月10日（水）午後５時必着
補助対象：令和２年４月１日から令和３年１月３１日までの間に、特定非営利活動法人が新型コロナウイルス

感染症の感染拡大防止のために購入した備品や消耗品に要する経費（※１法人10万円まで）
お問合せ先：岩手県環境生活部若者女性協働推進室　連携協働担当（TEL：019-629-5199［直通］）
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令和3年度「地域の伝統文化助成」[支援団体/（公財）明治安田クオリティオブライフ文化財団]
対象団体／古来各地に伝わる「民俗芸能」ならびに「民俗技術」の継承、とくに後継者育成のための諸活動に努力をし

ている団体または個人。
助成対象／(1) 地域の民俗芸能への助成

　　地域の民俗芸能の継承、とくに後継者育成のための諸活動に努力をしている個人または団体
(2) 地域の民俗技術への助成
　　地域の民俗技術の継承、とくに後継者育成のための諸活動に努力をしている個人または団体

●申込期限/令和3年1月29日(金)※当日消印有効　
●助成金額/「民俗芸能」は1件につき上限70万円を、「民俗技術」は1件につき上限40万円
●参考URL/ https://www.meijiyasuda-qol-bunka.or.jp/culture/guide/

2021年度地域ささえあい助成[支援団体/ CO･OP共済]
対象団体／日本国内を主たる活動の場とする、下記全てを満たす団体

生活協同組合、NPO法人、任意団体、市民団体（今後設立予定の団体でも可）。
次の1、2いずれか必須。
1 生活協同組合以外の団体が応募する場合、活動内容が生活協同組合と協同して行うものであること
2 生活協同組合が応募する場合、生活協同組合以外の団体と協同して行うものであること

対象事業／(1) 「くらしを守り、くらしの困りごとの解決に資する」
(2)「命を守り、その人らしい生き方ができるようにする」
(3)「女性と子どもが生き生きする」

●応募期間/令和3年1月7日（木）〜1月29日（金） ※当日消印有効  ●助成金額/1件あたりの上限額：100万円
●参考URL/http://coopkyosai.coop/about/csr/socialwelfare/2021.html

2020年度助成事業対象者募集[支援団体/公益財団法人ノエビアグリーン財団]
応募資格／◇個人

　将来、世界大会やオリンピック、パラリンピック出場等を目指すアマチュアスポーツ選手（18歳以下）
※公募開始（2020年12月１日）時点の年齢が18歳以下であること。 また、プロ契約選手（競技を通して金
銭を授受している方）は対象外
◇団体
　児童、青少年の健全育成の向上を目的とした体験活動、およびスポーツの振興に関する事業を積極的
に行い、または奨励している要項内①～⑨の分野にあてはまる団体。

●申込期限/令和3年2月26日(金)正午（必着）　●助成金額/1件あたりの上限額：300万円
●参考URL/https://www.noevirgreen.or.jp/grants/

社会貢献基金助成［支援団体/（一財）冠婚葬祭文化復興財団］
対象団体／以下の条件を満たす、非営利組織（財団法人、社団法人、社会福祉法人、ＮＰＯ法人、その他任意団体、市

民ボランティアグループを含む）及び大学、研究機関で、今回募集する助成対象事業の趣旨に合致する事
業を行おうとしている団体等。（研究助成事業のみ、個人も対象）
(1)定款に準ずる規約を有し、自ら経理し、監査することができる会計機能を有すること。
(2)団体等の主たる事務所（又は準ずる所）を日本国内に有すること。
(3)団体等の意志を決定し、今回申請する活動を実施する体制が確立していること。
(4)団体の活動実績（今回申請する活動又は類似した活動）を過去３年以上有し、今回申請する活動のニー
ズが高く今後も継続性が期待できること。
(5)申請する事業の実施のための自己資金を保有すること（他の民間団体等からの助成を除く）。

対象事業／(1)研究助成事業 (2)高齢者福祉事業 (3)障害者福祉事業 (4)児童福祉事業 (5)環境・文化財保全事業
(6)地域つながり事業 (7)冠婚葬祭継承事業

●申込期限/令和3年2月末日（必着）
●助成金額/ 1件あたりの上限額：200万円　※但し、研究助成事業においては、100万円
●参考URL/ http://www.ceremony-culture.jp/social/service/fund/content01/

助成金情報 これから申請できる助成金情報です。
詳細については、実施団体に直接連絡する
かホームページをご確認ください。

NPO活動交流センターからのお知らせ

　県内NPO法人の「新しい生活様式」に対応した活動への転換を支援するため、各地域の中間支援NPOと協力
し、オンラインツールの導入や活用を学ぶセミナーを開催します。実践編では機材やオンラインツールの機能活用
方法について、発展編では実際にオンライン会議等への参加や開催を体験します。内容は開催地域により異なりま
すので、下記団体の問い合わせ先からご確認ください。（参加費：無料）

NPO法人向け感染症対策支援 オンライン導入・活用セミナーの開催

NPO活動交流センターの基礎講座と
NPO･ボランティア活動なんでも!相談所の開催

NPO基礎講座
■日時	 1月27日（水）　「NPO法人会計基準」
	 2月24日（水）　「事業年度終了後の手続き」
　	 いずれも　①14:00～15:30　②19:00～20:30
■場所	 アイーナ6F　団体活動室2　　■定員　各回5名　※終了後個別相談あり
■講師	 ①久保NPO専門員　②岩見副センター長
　※内容・講師の変更がある場合があります。ご了承願います。

NPO･ボランティア活動なんでも！相談所（予約制）
■日時	 1月13日（水）／2月9日（火）／3月9日（火）／3月25日（木）
　	 いずれも　①14:00～　②15:00～　③16:00～　④18:30～　⑤19:30～
■場所　アイーナ6F　団体活動室1AB　1枠1時間です。ご希望の時間にご予約下さい。
■相談員　岩見副センター長
■申込・問合せ先　NPO活動交流センター
　TEL：019-606-1760　E-mail：n-katsu@aiina.jp　URL：www.aiinanpo.org/

県
　
北

■日時
実践編：令和3年1月8日(金)
発展編：令和3年1月15日(金)
　いずれも　13:30～15:30

■場所　久慈市勤労青少年ホーム
■申込・問合せ先　NPO法人やませデザイン会議
　TEL：0194-61-3229　E-mail：info@i-yamase.net
　URL：http://www.i-yamase.net/

県
　
央

■日時
実践編：令和3年1月16日(土)
発展編：令和3年1月23日(土)
　いずれも　13：30～15：30

■場所　雫石町まちおこしセンターしずく×CAN
■申込・問合せ先　NPO法人まちサポ雫石
　TEL：019-909-0193　E-mail：koso_sapo@yahoo.co.jp
　URL：https://shizukucan.wixsite.com/

県
南
北
上

■日時
実践編：令和3年1月13日(水) 
発展編：令和3年1月26日(火)
　いずれも　13：30～15：30

■場所　北上市 おでんせグローブ
■申込・問合せ先　NPO法人いわてNPO-NETサポート
　TEL：0197-61-5035　E-mail：npo@npo2000.net
　URL：https://npo2000.jp

県
南
一
関

■日時
実践編：令和3年1月18日(月)
発展編：令和3年1月25日(月)
　いずれも　13:30～15:30

■場所　一関市 なのはなプラザ
■申込・問合せ先　いちのせき市民活動センター
　TEL：0191-26-6400　E-mail：center-i@tempo.ocn.ne.jp
　URL：https://www.center-i.org/

沿
　
　
岸

■日時
実践編：令和3年1月13日(水)
　13:30～15:30

■場所　大船渡市 おおふなぽーと
■申込・問合せ先　大船渡市市民活動センター
　TEL：0192-47-5702　E-mail：shimin@ofunatocity.jp
　URL：https://ofunatocity.com/

■日時
発展編：令和3年1月20日(水)
　13:30～15:30

■場所　釜石市 みんなの家
■申込・問合せ先　NPO法人アットマークリアスNPOサポートセンター
　TEL：0193-27-8400　E-mail：info@rias-iwate.net
　URL：https://rias-iwate.net/
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い
わ
て
地
域
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、岩

手
県
内
の
地
域
住
民
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、行
政
等
が
対

等
な
関
係
を
築
き
、持
続
的
な
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
の
中
間
支
援
組
織
と
し
て
、

２
０
０
５
年
10
月
に
設
立
さ
れ
た
。

　

地
域
づ
く
り
に
関
す
る
支
援
協
力
、普
及
啓

発
、人
材
育
成
等
の
活
動
を
行
い
、豊
か
で
魅
力

的
な
地
域
の
創
造
に
貢
献
し
、公
益
の
増
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

い
わ
て
地
域
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、「
頑

張
り
た
い
」と
思
っ
て
い
る
人
や
地
域
の
関
係

を
つ
な
ぎ
応
援
す
る
中
間
支
援
組
織
だ
。し
か

し
、「
頑
張
り
た
い
」と
思
っ
て
い
る
人
や
団
体

に
は
、目
に
見
え
る
形
、見
え
な
い
形
、そ
れ
ぞ

れ
の
環
境
や
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
。今
の

日
本
社
会
は
少
子
化
と
核
家
族
化
に
加
え
て
、

急
激
な
社
会
の
高
齢
化
に
よ
り
、共
助
・
互
助
・

公
助
の
弱
体
化
も
同
時
進
行
し
て
い
る
。そ
の

た
め
、中
間
支
援
組
織
で
は
、「
頑
張
り
た
い
」

人
や
団
体
を
応
援
す
る
だ
け
で
は
な
く
、地
域

の
共
助
・
互
助
を
維
持
す
る
役
割
も
大
き
く

な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
て
、当
セ

ン
タ
ー
で
は
、住
民
、行
政
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、企
業
と

い
っ
た
多
岐
に
わ
た
る
主
体
が
対
等
な
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
く
こ
と
で
、共
に
助
け
合
う

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

構
築
す
る
た
め
に
は
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自

治
能
力
の
再
生
に
加
え
て
地
域
づ
く
り
に
関
す

る
専
門
知
識
や
、人
材
の
育
成
な
ど
様
々
な
課

題
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
た
め

に
は
、多
様
な
主
体
間
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
調
整

し
、地
域
づ
く
り
を
円
滑
に
す
す
め
る
中
間
支

援
組
織
が
必
要
だ
。

　

い
わ
て
地
域
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め

の
中
間
支
援
組
織
と
し
て
、地
域
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、住
民
自
身
が
自
分
た
ち
で
取
り
組
み

た
い
課
題
を
選
び
、自
分
た
ち
で
取
り
組
む
手

伝
い
を
行
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、そ
の
環
境
づ
く

り
と
し
て
行
政
等
も
含
め
た
人
材
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
う
し
た
取
組
み
を
進
め
、地
域
に
携
わ
る

中
で
、若
者
や
外
か
ら
来
た
人
の
新
し
い
価
値

観
に
驚
く
こ
と
が
増
え
た
。新
し
い
社
会
を
担

う
人
や
団
体
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
し
、当

セ
ン
タ
ー
の
行
う
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
も
そ

の
よ
う
な
希
望
、期
待
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な

支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

（
文
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ
て
地
域
づ
く
り
支
援
セ

ン
タ
ー 

常
務
理
事 

若
菜
千
穂
）

い
わ
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
情
報
誌　
Ｐ
Ｉ
Ｎ

令
和
２
年
12
月
24
日
発
行　
発
行
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー　
〒
０
２
０
─
０
０
４
５ 

岩
手
県
盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通
１
─
７
─
１

い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー「
ア
イ
ー
ナ
」６
Ｆ　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
１
９
─
６
０
６
─
１
７
６
０　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
１
９
─
６
０
６
─
１
７
６
５

※
パ
イ
ン（
Ｐ
Ｉ
Ｎ
）は
、年
４
回
、各
５
０
０
０
部
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　NPO活動交流センターのHPでは、様々なイベン
ト情報や助成金情報を掲載しています。
　みなさまからの市民活動情報や「パイン」への取
材依頼もお寄せください。
URL：https://www.aiinanpo.org/  E-mail：n-katsu@aiina.jp

Twitter フォローお願いします！！！
https://twitter.com/aiinaNPO
Facebook いいねお願いします！！！
https://www.facebook.com/aiinaNPO

アイーナ　N活 検索

パ
イ
ン

◎DATA…
〒028-3306 紫波郡紫波町日詰西
６丁目1番地８ ２F
TEL：019-681-8955
E-mail：iwacen_2005@iwa-c.net
HP: http://iwa-c.net/

あなたのまちの市民活動支援のみなもと

NPO法人いわて地域づくり支援センター

　
Ｐ
Ｉ
Ｎ
冬
号
は
県
央
地
域
の
２
団

体
を
特
集
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
。ど
ち

ら
も
地
域
づ
く
り
活
動
を
行
う
中
で
、

子
ど
も
の
元
気
な
姿
が
地
域
の
元
気

に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。少
子
化
の
時
代
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
影
響
も
あ

り
ま
す
が
、地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を

育
て
る
こ
と
が
さ
ら
に
大
切
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。次
回
春
号
は

県
南
地
域
を
特
集
し
ま
す
。（
Ｈ・Ｍ
）

編
集
後
記

中
間
支
援
組
織
と
し
て

地
域
づ
く
り
を
手
伝
う

新
し
い
社
会
を
楽
し
み
に

地
域
を
支
援


